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	平成３０年度の○成果と●課題
	平成３１年度へ向けた方策

	１　子どもたちの育ちの状況
●指導者の話が聞けず勝手な行動をとっていた。
〇子ども達が、１年間で上手に話を聞ける様になってきた。

〇リーダーとなって皆を引っ張っていける子が出てきた。

	
→ 継続的に指導必要
→ 大事な事を確認し覚えさせ
　 たい。
→小さい子どもにも仲間に入れて自立を促していく。
　

	２　活動の内容・仕方・講師の声
　　別紙参照

	

	３　関係機関との連携
（１）地　域
●地域の方に（お花、お茶、将棋等）講師の後継者が不足。
　
〇成果として、宮内コミュニティまつりに参加（お花・お茶）
　　作品展など含め、体験させている。　
（２）児童館・児童クラブ　　
　〇「本は友達」のメンバーや児童館厚生員が、ボランティア
　　　として参加。　
（３）学　校
　〇宮内児童館運営委員として、校長先生も参加。
　　・小学校の体育館を利用して「子どもキッズ体操」を実施。
（４）その他の機関
　　・宮内コミュニティ推進委員会（青少年育成会）と協賛して
　　　「プラレールで遊ぼう」を計画・実施。（2/9）
	

→継続してボランティアを
探す。
→更に礼儀の指導も加える。


→新しいイベントも検討。


→校長先生による出前授業、
　ゲームもあり、継続希望。

→更に新しいイベント検討。

	４　その他（参加募集や広報の仕方など工夫したこと）
　・新年度(４月)に小学校から児童館の行事などの案内を配布
　　してもらっている。
	
→継続でお願いする。


＊来年度に向けた方策がありましたら、書ける範囲で記述をお願いします。
